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ヒンボン球雪崩実験
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新雪の重さに近いピンポン球35万個
を用いた実験は、実際の雪崩をそのま
ま模擬するこ とはできないものの、ミ
ニチュアサイズで雪崩現象を再現し、
モデル化する ことができます。
新雪の雪崩で非常に大規模なものは
体積で100万可、通常でも 1万可～10万
可ぐらいです。
ピンポン球35万個は約18面に過ぎま
せんが、これを実物の雪崩と考えれば
数万団に相当します。
雪崩の要件を備えるためには、頭と
尻尾がなければなり ません。
ピンポン球なら100m程度の走路で、
先端部に頭を形成させるこ とができま
すが、ゴルフボー ルではその10倍の 1
km以上必要です。また、費用や安全性
も考慮しなければなり ません。
これらの条件を満たし、本物の雪崩
とほとんど同じ形や動きを模擬するた
めには、新雪の重さに近いピンポン球
がうってつけということなのです。
この頭部ができるメカニズムをよ り
詳細に解明していくためには、ピンポ
ン球の数を増やした実験を行う必要が
あ り 、来年は50万個を予定しています。
このような実験を繰り返し行うこ と
により 、雪崩現象の本質に迫り雪崩の
運動をモデル化することができます。
モデル化によ り雪崩発生の仕組みを
知り、雪崩の防止や被害の軽減に役立
てます。
（問い合わせ先：管理部企画課、極域
水循環モデルチー ム）
